
《重点取組項目》

①計画的に業務に取り組み
ノー残業デイには定時退勤が
原則であるが,どうしてもの場合
は,個別に管理職と相談し,当
月内別日の設定を検討する。
全員が声を掛け合って授業開
始時刻,終了時刻を厳守する。
単元計画案や進捗管理シート
などは,実際に書いて授業や業
務にあたることで,取組の効果
や意義を理解する。

②3校カリマネにおいて,教育
課程研を2学期の公開授業,研
究協議及び教育課程改善に
つなぐ協議を行う。ボッチャ交
流をリモートで,作品交流は巡
回展方式で実施する。

B

・教材研究の時間確保について（教80.3）（参考　R2:65.3　R元:55.3）

①〇昨年に比べて持ち時間数軽減,教材研究のための空き時間確保ができた。（要因：学習支援員の活用が進
んだこと,各担当業務の繁忙期に合わせてクラス内業務のバランスを考えながら補欠対応をし空き時間確保に努
めたこと,学部を超えて補欠対応をしたこと,マチコミメール活用により印刷配付の時間を削減したこと等。）
■主指導の分担や,学習支援員の活用と連携による効果的な指導について工夫を継続していく。一つのクラスに
年次研者はできるだけ重ならないようにする。分掌業務の負担軽減のために校務支援員の配置を希望する。マ
ンツーマンでの指導が当然ではなく,卒業後の生活をイメージしてマイナス人員でできることを探していく視点も必
要。業務の偏りの平準化と,さらにチームワークのよい協力し合える教職員集団づくりに取り組んでいく必要があ
る。

②〇3校カリマネは,3校が学校経営計画に沿って同じ方向性で教育課程改善に取り組むために,情報共有を継
続している。国立分校を含めて4校でのボッチャ交流会及び作品交流会を役割分担して実施し,交流ができた。
作品交流会では,児童から「やってみたい」「きれい」等の発言があり,授業にも生かすことができた。HPでの作品
公開も保護者から「来年度も継続してほしい」という声があった。
■3校カリマネ後の校内への周知や深まりは今後も協議を続ける必要がある。

【ねらい】子どもに向き合う時間,自分
自身を高める時間の確保と,一人一人
の力が生かせる職場づくりを行う。

【目標】
①教職員一人一人がワークライフバラ
ンスを意識した働き方を実践し,空き
時間や教材研究時間の確保とともに,
業務の平準化を進める。

②チームワークの良い教職員集団づ
くりをするとともに,働きやすく安心・安
全な職場環境を実現する。

③本校・分校が協働し,各校の教育活
動の交流による質の向上と業務の効
率化を図る。

Google Works for Educationの知識,技能の習得について（教59.2）
授業でのスイッチやiPad,パソコンの活用について（児生100　保91.3　教77.5）

①〇情報ICT部主催の自主研が継続的に行われ,またGIGAスクールサポーター（年間31回来校支援,予定含
む）,ICT支援員のサポートにより,会議や授業,交流及び共同学習,給食時間,休み時間等にGoogleの各アプリを活
用した教員は知識,技能を習得している。寄宿舎の行事や避難訓練,保護者会等でも,ICT機器を使う機会が増え
ている。
■知識,技能の習得状況は,教員,クラスにより差がある。教職員の転出入によって理解の水準が下がらないように,
また各種アプリに対応できるように,継続して研修を行う必要がある。

②〇クラスにより,ジャムボード,ドキュメント,ミート,スライド等,生徒も活用できだした。（活用の具体例…Classroom
を作成し,授業で活用したり,日常の様子等を（保護者も一緒に）投稿したりした。寄宿舎へ持ち帰って課題をし
た。OKIワークウェル遠隔実習を実施した。コロナ禍で訪問授業ができない時に,家庭の協力を得て,クロームブッ
クを活用して授業を継続した。）
■YouTubeの利用や音楽鑑賞等には取り組んだが,ICT活用のアイデアが多く浮かばなかった。研修等を通して
学んでいくとともに,クロームブックよりもVOCA等スイッチ教材やiPadが有効な児童生徒には,適切なICT機器を選
択して活用していく必要がある。H26に作成したiPad等の事例集も参考にする。スイッチや周辺機器の故障対応
や台数増など整備が必要。

B

・重度の子どもさんへの活用が難しかっ
たということだが、子どもが活用していな
くても先生方が使えないのは困るので、
否定的な評価が多かったと見受けられ
る。

・先生方が使えないのは問題があるの
かもしれないが、個々によって難しさが
違う分野だと思うので仕方がないのかな
と思う。それゆえに目標に届かなかった
ということだと思うので、マイナス評価に
しなくてもよいかなと思う。

・使わなくてはならないときに、ICT支援
員等人材活用によるバックアップができ
ている。

・重度の生徒のICT活用では、卒後マン
ツーではない生活で楽しい時間を過ご
せるよう、一人一人の楽しみ方を見付け
てもらいたい。卒後過ごす施設等との連
携も大事。

【ねらい】児童生徒の目標達成のため
の手立てとして,ICT機器
（Chromebook,iPad,VOCA等）の利活
用を推進する。

【目標】
①全ての教員が児童生徒の実態に
応じたICT機器
（Chromebook,iPad,VOCA等）を授業
の中で利活用できるようになる。

②全ての教員がGoogle Works for
Educationを校務で利活用できるよう
になる。

B＋

・教材研究の時間の確保の評価も上
がってきている。

・小さなことの積み重ねが大切。工夫を
しながら地道な努力をしていると思う。ま
だ課題はあるものの、少しずつその成
果が出ている。これだけ数値が上がっ
ているので、評価できる。

・コロナ禍でICTを使うことが学校運営に
反映された。

・80％に届いたということに驚いている。
それだけ学校の努力があったのだと思
う。Ａ評価にしてもいいとは思うが、他に
も達成しなければいけない項目もあるの
でＢ＋でよい。
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子どもに向き合う時間,自
分自身を高める時間の確
保と,一人一人の力が生か
せる職場づくりを行う。

①効果的,効率的で計画
的な業務により,見通しを
もった仕事の仕方につな
げるなど教職員の働き方
に関する意識改革を行う。

②本校,分校で共同,協働
してできる業務を検討し,
各校の教育活動の交流に
よる質の向上を図るととも
に,業務の効率化を図る。

【目標】
①効果的,効率的な業務のための組
織体制や業務分担の見直し

①部長,クラス長の役割を明かにし,
分掌部や学級の経営力を高める。

①人材育成,専門性の向上により,学
び合う風土を作る。

①働きやすく安心,安全な職場環境
を実現する。

②本校,分校で共同,協働した教育
活動や事務的な処理を検討する。

①持ち時間数軽減のための工夫（学習支援員の活用,マイナス人員
でできる授業の検証等）
①進捗管理シートに年間計画を記入し,分掌業務や進捗状況の見
える化を図る。
①主事と管理職とのミーティング（主事会）とクラス長会の実施
①職員室,教材室,教室の整理整頓と維持
①実践事例や教材等の共有の促進
,単元計画案,指導案,目標内容詳細表（教務,研究）
,教材教具（教務）
,共有フォルダ（情報ICT,各部長等）
①家庭連絡のためのICT活用の方法の検討,実施
①ノー残業デイの実施
②管理職会やカリマネ委員会等を通じて本校,分校の取組を共有し,
合同でできることや統一できるものについて検討し,できることから取
り組む。

C

主体的,対話的で深い学
びの視点での授業改善と
学習評価を教育課程の改
善につなげ,一人一人に
応じた教育課程を編成す
る。【3年計画の2年目】

①個別の指導計画及び
学習評価の充実（実態把
握,3つの柱での目標設
定,3観点での学習評価）

②個別の指導計画を踏ま
えた各教科の年間指導計
画や単元計画案の作成
と,系統的な指導,支援の
ためのツール（目標内容
詳細表）の作成

③授業づくりのPDCAサイ
クルを徹底し,主対深の視
点での授業改善を進め
る。

【目標】
①③単元ごとの観点別学習評価の
理解を深めるため,全教員が単元計
画案を作成し,それを基に公開授業
を実施する。

②系統性のある指導計画を作成する
ため,研究グループごとの授業検証を
行い,「目標内容詳細表」を引き続き
作成する。国,算,数を土台として他
教科にも広げていく。

②本校分校合同カリマネ委員会及
び校内カリマネ委員会を実施し,教育
課程実施上の課題を共有し,改善の
ための検討を行う。

③資質能力の育成には主対深の視
点が必要であることを再確認して授
業づくり,授業改善を進める。

①計画的な業務,見通しをもった仕事の仕方等,働き方に関する意識改革
〇働き方改革の意識をもち,工夫したり行動に移したりする教職員が増えてい
る。具体的には,マイナス人員で授業を行う工夫,学部を超えた補欠対応,支援
員の活用,会議終了時刻の厳守,空き時間の見える化等を行った。昨年に比べ
て持ち時間数軽減,教材研究のための空き時間確保につながった。
■業務の偏りの平準化が難しい。

②3校で共同できる業務の検討,各校の教育活動の交流による質の向上
〇個別の指導計画の計画,実施,評価から教育課程改善へとつながる方向性
を3校で合わせるために3校カリマネを継続している。その途中段階として教育
課程研の協議も行った。2学期に実施するボッチャ交流,作品交流の打合せを
それぞれ2回リモートまたはメッセージで行い,準備を進めている。
■3校カリマネ委員会は学校経営計画に沿って同じ方向性で教育課程改善に
取り組むため,情報共有をしているが,共通理解や深まりは今後も協議を続ける
必要がある。

・子供のことについて先生とよく話してお
り、１年間の成長を感じている。
・先生が、関わってくれてできることが増
えた、小さいことも一つ一つ増えている。
・特に何も言うことはないくらい満足して
いる。

・児童生徒のマイナス評価が12％だ
が、これについては問題点を把握し、改
善するよう望む。

【ねらい】教科学習を後ろ支えする自
立活動の指導の充実を図る。

【目標】
①流れ図等の作成または見直しを通
して,教科学習を後ろ支えする自立活
動の配慮について理解を深め,自立
活動の指導を見直す（教育課程の改
善につなげる）。

②肢体不自由教育における専門性
の維持向上。
※コロナ禍でもできる方法を検討し,
食事指導,身体の動きの研修を実施
し,専門性の維持向上に役立てる。

①GIGAスクール構想によ
る一人一台PCの配置に
伴い,全ての教員がgoogle
協働学習ツールG　suite
for Educationを利用できる
ようにする。
（教員の基礎的な知識,技
能の習得）

②今後臨時休業となった
場合を含め児童生徒の学
習指導や支援にICT活用
ができる態勢を作る。

【目標】
①全ての教員がgoogle協働学習
ツールG　suite for Educationをインス
トールして活用できるようになる。

②臨時休業になった場合にも学習
保障,連絡用ツール等で一人一台パ
ソコンが活用できるよう,夏休み前ま
でに校内準備を行う。

②授業づくりや自立活動の指導の取
組と関連させて,児童生徒の実態に
応じたICT機器の活用を進める。

①教員がgoogle協働学習ツールG　suite for Educationが活用できる
ように研修会（講習会）を実施
②児童生徒が活用するための簡単な使い方マニュアルや管理の
ルールを作成
①可能なクラスにおいては,児童生徒の一人1台パソコンに,google
協働学習ツールG　suite for Educationが利用できるように設定し,授
業や宿題等に利活用を始める。
※ICT支援員を活用しながら進める

C

①教員の基礎的な知識,技能の習得
〇教員により差はあるが,会議や授業でクラスルームやジャムボードを活用する
ことで,知識,技能を習得している。

②児童生徒の学習指導へのICT活用態勢作り
〇授業の中でも活用し,ジャムボード,ドキュメント,ミート,スライドなどは生徒も活
用できだした。クラスのClassroomを作成し,夏季休業中も日常の様子等を（保
護者も一緒に）投稿する等して,活用することができた。VOCA等スイッチ教材
やiPadを活用した実践を行った。
■児童生徒の実態,学習状況,ねらいにより,1人1台端末の活用に至っていな
い（難しい）クラスがある。

②児童生徒の学習指導への
ICT活用態勢作りをする中で,
①教員の基礎的な知識,技能
の習得を目指す。
,週末は保管庫へ戻すが,各ク
ラスに最低1台は常に置き,休
み時間や授業中にできることか
ら活用を始める。
,可能なクラスは家庭学習でも
活用し,休業となった場合に備
える。

B

B

①「流れ図」の作成,見直し
〇流れ図作成において,生徒の行動の要因や支援について共通認識を図る
ことができた。
■学習指導案,単元計画案などにまだ十分にリンクさせることができていない
ので,今後反映させていく。仮説をもとにした目標なので,定期的な見直しをす
る必要がある。

②自立活動と教科の指導の関連理解
〇教科と自立活動の関連性について理解が深まり,指導のねらいがより明確
になった。
■作成しただけにならないように,クラス会の中で自立活動の目標や内容,場
面を振り返っていく。教科の指導との関連をより深く押さえた計画も必要。

※専門性向上
,食事支援や身体の動き支援など自立活動の研修を通して必要なことが理解
でき,専門性の維持向上に役立っている。

①作成しただけにならないよう
に,クラス会で自立活動の目標
や内容,場面を12月中に振り返
り修正する。

②2学期以降の授業づくりに反
映させるため,学習指導案,単
元計画案に「自立活動の配
慮」を記載する。

B B＋

B

教育課程,授業について（児生87.5　保97.8　教90.1）
単元計画案,目標,評価,主対深について（児生100　保100　教88.7）

①〇個別の指導計画を基に,実態把握から適切な目標及び内容をクラス内で確認し,統一した評価をすることが
進んだ。準ずる教育課程中学部の観点別学習状況評価から５段階評定への総括手順を示し,高等部ではⅢ類会
や教科会を設け,現行観点での評価方法や評価の根拠について共通認識を持ち始めた。キャリア発達段階表の
各教科等との関連検討を主事会で行い,各学部で周知した。寄宿舎の個別の生活支援計画も共通理解と丁寧な
話し合いを基にPDCAを回せている。
■重度の子どもの３つの柱での目標設定や単元設定を考えることが難しい。⇒【他校の事例を共有したり,クラス
やグループ内での検討を継続する必要がある。】 指導と評価の一体化及び観点別学習状況評価の理解推進の
ために,Ⅱ類型クラス会,Ⅲ類会,教科会を通して研修,協議を続けていく必要がある。キャリア発達段階表の見直し
の継続と準ずる教育課程の生徒のキャリアパスポートの取組を進める必要がある。

②〇単元計画案の作成,公開授業,授業研により,系統的な指導,支援や観点別学習状況評価について考えられ
るようになった。個別学習の単元計画案の作成により,教師間の引継ぎ内容が明確になった。知的1段階を目指
す子供の国語算数数学について目標内容詳細表作成を始めた。
■集団学習の単元計画案では,個々の段階的な目標設定や,手立て,配慮,支援について共有しにくいことがあ
る。慣れていないことや,記入内容が多いことから,作成に時間がかかることがある。⇒【単元計画案と年次研等で
活用している指導案細案,略案等から選べるようにするが,単元を通した授業づくりに必要な要素は記入することと
する。】

③〇単元計画案作成時に主対深の視点を意識して取り入れたり,主対深の視点で話し合い,PDCAサイクルを回
したりできた。Ⅲ類型は教科により,普段の授業や単元テスト等で,主対深を意識した授業展開や問いを設定し,思
考の深まりや発言の豊かさにつなげることができた。
■主対深シートが新転入教員には浸透していない⇒【全体周知及びクラス等での授業づくり・授業改善での活用
が必要。】公開授業後の授業改善や単元後の観点別学習状況評価,次の単元へのつながり等の協議もできるよう
に,授業改善を効果的・継続的に行える仕組みづくりが必要である。

B＋

・授業のPDCAを回すことと併せて、
個々の特性に合った授業のデータベー
ス化、蓄積、共有、再活用するとよいの
ではないか。

・アンケートから、授業が分かるという児
童生徒が９割、保護者の肯定的評価は
95％、子どもが分かる授業を受け、力を
つけていると保護者が思えるというのは
Aと評価したい気持ち、B+でもよい。

指導目標,内容,見直しについて（児生81.3　保93.5　教94.4）
教科での自立活動の配慮について（教91.7）

①〇全8回の流れ図研修では,具体例の提示により考えやすくなり,自立活動部が全児童生徒分の相談や助言に
対応することができた。複数教員での作成により,生徒への支援の共通認識がなされており,生徒の変化や成長が
見られた。教科の後ろ支えとしての自立活動という押さえを理解して取り組む教員が増えている。。話し合いに寄
宿舎指導員も参加することによって,より生活に関わった具体的な目標を設定でき,寄宿舎でも取り組むことができ
た。流れ図の見直しを行い,指導や支援に生かすことができた。
■書面や写真だけでは引き継ぎづらい場合は,個人情報保存規定を設定した上で,動画での引継ぎをするとよい
のではないか。適切な指導目標,内容設定や教職員の共通理解は維持しつつ,流れ図を年度末作成,4月から実
践と作成サイクルを見直しできるか検討する。その際,メリット,デメリット,他の書類との関連,流れ図研の進め方等
総合的に考える。

②〇単元計画案に自立活動の配慮を記載し,参照しながら授業を行うことができた。
■自立活動の指導目標,内容が教科に繋がっているのか,成果が出ているのか,評価が難しいことがあった。自立
活動の配慮と合理的配慮のさび分けが不十分で混在している。⇒【単元計画案事例を基にした研修の実施】

※〇年間を通して自立活動の研修（自主研を含む）や外部専門家の訪問支援が行われ,また日常的に自立活動
部や学校PTの直接的な支援があることで,専門性の維持向上に役立っている。
■コロナ禍でリモート開催となった場合の効果的な研修について,情報ICT部と相談しながら実施方法を検討す
る。専

門

性

の

向

上

２

①

自

立

活

動

の

指

導

の

充

実

教科学習を後ろ支えする
自立活動の指導内容や
指導の充実【2年計画の2
年目】

①一人一人の児童生徒
の「流れ図」の作成または
見直し

②自立活動の指導と教科
の指導の関連を理解し,適
切な指導場面を設定す
る。

【目標】
①②自立活動に関する基礎的な理
解と,教科指導との関連について理
解を深める。

①全児童生徒の自立活動の流れ図
（指導内容設定）を1学期から準備を
始め,８月に評価,見直しをする。

②関係部署が連携し,自立活動と教
科の指導内容について必要な整理
を行う。

※目標内容詳細表の作成を進める
ことで,教科で扱う内容と自立活動の
配慮事項とのさび分けを明確にして
いく。

①自立活動の基本的な捉え,流れ図の作成に関する研修会の実施
①1学期から準備を始め,夏季休業中に流れ図を全児童生徒に作成
し,個別の指導計画に反映する。
,流れ図作成や見直しのＰＤＣＡサイクルを個別の指導計画の作成,
活用とリンクさせる。
②教科等の学習指導案の指導観や単元計画案,略案に,自立活動
の指導目標や内容との関連を記載し,活用する。（理解,意識を高め
るために番号ではなく言葉で書き込むようにする

※食事指導,身体の動きの研修について実施方法等を検討し,本校
教員の専門性を向上させる。

２

②

I

C

T

活

用

の

推

進

①②③年間通じて全校またはグループ別研究日の設定,計画的な
実施（教務,研究）
①個別の指導計画の目標設定から学習評価までのPDCAサイクル
を推進（教務）
,資質,能力の３つの柱による目標設定及び観点別評価の推進（学
習指導要領を踏まえた説明会,単元計画案の作成の促進等）
,校務支援システムの活用
,中学部,高等部Ⅲ類型の各教科の評価規準,評価計画の作成
①次年度の教育課程の改善,充実につなげるための教育課程振り
返りシートの活用（教務）
①キャリア発達段階表の見直し及び各教科等との関連検討（教務,
研究）
①②③教科指導の充実のための授業研究（国語,算数,数学に加え
て他教科でも実施）（研究）
,研究グループを組織し,単元計画案を用いた公開授業及び研究協
議を確実に実施
,実態把握や授業づくりのための研修の実施
,授業実践振り返りシートや単元計画案等を校内実践事例Bankとし
て収集,好事例を中心に事例集の作成（研究,教務）
,研究グループで学習指導要領を踏まえた「目標内容詳細表」の作
成を進める。（研究）
①②本校分校でのカリマネ委員会の開催と教育課程研究集会の実
施（研究,教務）
,校内カリマネ委員会の実施（教務,研究,自活,学部主事,主幹教諭,
管理職）
③相談支援室担当教員,研究部員等の授業づくりサポートをさらに
活用推進する。（相談支援,研究）

C

（評価　A:目標を十分に達成　　B:ほぼ目標を達成　　C:やや不十分　　D:改善を要する）

項目 取組ねらい　【P】 現状と目標【評価指標】 具体的な取組内容　【D】 中間評価　【C】 中間評価後の取組内容【P,D】 年度末評価　【C】　（学校評価ｱﾝｹｰﾄの肯定的評価　％） 学校関係者評価 見直しのポイント　【A】

主体的,対話的で深い学びの視点での授業改善と学習評価を教育課程の改
善につなげ,一人一人に応じた教育課程を編成する。

①個別の指導計画,学習評価（実態把握,3つの柱での目標設定,3観点での
学習評価）
〇個別の指導計画を基に,実態把握から目標や適切な内容をクラス内で確認
し,統一した評価をすることが進んでいる。重度の子どもについても,３つの柱で
の目標設定が明確になり,評価がしやすくなった。中Ⅲ類型の学習評価から評
定への手続きを示した。
■重度の子どもについて,３つに書き分けることが難しい場合がある。キャリア
発達段階表の各教科等との関連検討は今後着手する必要がある。

②単元計画案,目標内容詳細表
〇年次研者を中心に年間指導計画に基づいた単元計画案を作成している。
研究及び教務部長が各クラスに単元計画案作成の意義を伝えるなど,授業づ
くりのサポートを行った。
■単元計画案に記入する要素が多く作成に時間がかかる。目標内容詳細表
の取組は今後着手する必要がある。

③主対深の視点での授業改善
〇単元計画案作成時に主対深の視点を意識して取り入れている。
■年次研者以外は本校の主対深シートの視点での授業づくりが十分ではな
い。

①重度の子どもの目標の書き
分けは,引き続きクラス,学部,授
業研等で深めるとともに３校カリ
マネでも実践例を蓄積する（全
体への降ろし方は工夫する）。
キャリア発達段階表の各教科
等との関連検討は,進路部や
主事会の協力を得て行う。

②２学期の授業研を通して,単
元のまとまりを通して資質,能力
を育成することや観点別学習
状況評価をすることを全教員が
考えられるようにする。目標内
容詳細表は,知的１段階を目指
す児童生徒の教科に焦点化
し,研究部,管理職で2学期に検
討を行う。

③公開授業及び研究協議で
は,目標達成のための主対深
の視点や,実態に応じたプリン
ト,ICT機器の活用等,支援方法
について,継続して検討する。

【ねらい】主体的,対話的で深い学び
の視点での授業改善と学習評価を教
育課程の改善につなげ,一人一人に
応じた教育課程を編成する。【3年計
画の3年目】

【目標】①教育課程の評価・改善を行
うため,日々,単元計画案等を作成・活
用した授業を実施するとともに,単元
を通しての学習評価を年間指導計画
の改善・充実に活かす。また,卒業後
を見据えたキャリア教育にもつなげ
る。

②単元の授業づくりのPDCAサイクル
を徹底することで,指導と評価の一体
化を理解するとともに,主対深の視点
での授業改善を進める。

③若草3校で教育課程実施上の課題
を共有し,改善のための検討を行う。
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教

育

課

程

の

改

善

高知県立高知若草特別支援学校（本校）

《高知県
の教育の
基本理
念》

（１）学ぶ意欲にあふれ,心豊かでたくましく夢
に向かって羽ばたく子どもたち
（２）郷土への愛着と誇りを持ち,高い志を掲
げ,日本や高知の未来を切り拓く人材

《
目

指

す

べ

き

姿

》

学
校
像

〇児童生徒が自己実現を達成できる学校
〇保護者が成長と発達を実感できる教育を行う学校
〇地域になくてはならない存在として愛される学校
〇教職員が仕事に誇りをもち,やりがいを感じる学校

目

指

す

べ

き

姿

の

実

現

に

向

け

た

取

組

の

概

要

（１）学校教育目標,教育課程,日々の授業のつながりを意識したカリキュラムマネジメントサイクルの確立による児童生徒一人一人の実態に応じた教育課程の編成
（２）卒業後の自立と社会参加を見据えた教育の充実と豊かな心の育成
（３）教員の専門性の向上と指導力の育成
（４）児童生徒の命と人権を守る安心安全な学校づくりの推進
（５）特別支援教育のセンターとしての支援機能や情報発信,保護者,関係機関等との連携による開かれた学校づくりの推進
（６）学校教育目標の達成をめざし,やりがい,働きがいのある学校組織の運営と働き方改革の促進

《取組の
方向性》

＜第３期高知県教育振興基本計画　基本方
針と横断的取組＞
①チーム学校の推進
②厳しい環境にある子どもへの支援や子ども
の多様性に応じた教育の充実
③デジタル社会に向けた教育の推進
④地域との連携,協働
〇学校における働き方改革の推進

児

童

生

徒

像

〈知〉自ら学ぶ
〇学ぶ楽しさを感じ,自ら進んで学習する意欲や態度を身につけた児童生徒
〇社会生活に必要な知識や技能,態度を身に着けた児童生徒
〈徳〉意欲,協調,協力
〇人や環境と積極的に関わり,自立し社会参加しようとする意欲を持った児童生徒
〇お互いを認め合い,思いやりの気持ちで協調,協力しようとする児童生徒
〈体〉健康,体力
〇卒業後も一人一人の持てる力を発揮し,将来にわたって豊かに生きるため,健康や体力,基本的生活習慣を身に着けた児童生徒


